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平成 25 年 3 月 8 日発行（第 7 号） （１）火　の　用　心

狭
山
市
消
防
出
初
式

第
６
分
団
車
庫
紹
介

　

狭
山
市
消
防
団
第
６
分
団
は
、
市
内

に
７
つ
の
分
団
が
あ
る
う
ち
、
柏
原
地

区
を
管
轄
し
て
い
る
消
防
団
で
す
。

　

拠
点
は
１
部
と
２
部
が
あ
り
、
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車
が
１
台
ず
つ
配
備
さ

れ
、活
動
し
て
い
ま
す
。

　

第
１
部
車
庫
の
建
物
は
、
昭
和
49
年

12
月
23
日
に
竣
工
。
狭
山
市
で
最
も
古

い
車
庫
で
す
が
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

は
平
成
20
年
３
月
に
車
両
更
新
さ
れ
、

市
内
で
も
新
型
の
車
両
が
導
入
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

第
２
部
は
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
が

平
成
14
年
10
月
に
配
備
さ
れ
、
車
庫
建

物
は
、
消
防
車
庫
の
位
置
変
更
に
伴
い
、

平
成
17
年
３
月 

28
日
に
竣
工
し
た
市
内

消
防
団
車
庫
の
中
で
最
も
新
し
い
車
庫

と
な
り
ま
す
。

　

火
災
時
の
消
火
活
動
の
み
な
ら
ず
、

各
種
災
害
に
備
え
た
訓
練
、
自
治
会
か
ら
の
要
請
に
よ
り
各
種
行
事
に

参
加
し
て
い
ま
す
。

　

団
員
の
構
成
は
、
自
営
業
や
会
社
員(

20
代
～
40
代)

で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
な
か
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
随
時
団
員

募
集
を
し
て
い
ま
す
の
で

興
味
、
関
心
が
あ
る
柏
原

地
区
在
住
ま
た
は
、
狭
山

市
内
勤
務
の
方
は
、
狭
山

市
消
防
本
部
警
防
課
ま
で

ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

平
成
25
年
１
月
６
日
、
上
奥
富
運
動
公
園
に
て
毎
年
恒
例
に
な
り
ま

し
た
狭
山
市
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
消
防
職
員
、
消
防
団
を
は
じ
め
、
女
性
消

防
協
力
隊
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
等
が
参
加
し
、
狭
山
市
立
東
中
学
校
、
中

央
中
学
校
吹
奏
楽
部
が
演
奏
す
る
中
、
多
く
の
市
民
の
方
が
見
学
に
訪

れ
、活
気
あ
る
出
初
式
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
出
初
式
は
年
頭
に
あ
た
り
本
市
の
無
災
害
を
祈
念
し
、
消
防
の

全
容
を
広
く
市
民
の
方
に
公
開
す
る
事
に
よ
っ
て
、
よ
り
多
く
の
皆
様

に
安
全
・
安
心
を
実
感
し
て
い
た
だ
く
と
共
に
消
防
職
員
・
団
員
の
士

気
の
高
揚
を
図
る
目
的
で
実
施
さ
れ
て
い
る
行
事
で
す
。

　

午
前
10
時
の
式
典
か
ら
始
ま
り
、
徒
歩
分
列
行
進
、
救
助
隊
員
に
よ

る
救
助
演
技
、
消
防
署
・
消
防
団
の
車
両
34
台
に
よ
る
車
両
分
列
行
進
、

埼
玉
県
防
災
航
空
隊
に
よ
る
高
層
建
物
か
ら
の
救
助
訓
練
、
消
防
団
・

自
主
防
災
団
体
16
台
に
よ
る
一
斉
放
水
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
消
防
団
の
ブ
ー
ス
を
設
け
、
車
両
の
展
示
や
記
念
撮
影
に
加

え
、
暖
か
い
コ
ー
ン
ス
ー
プ
の
配
布
を
行
い
大
変
好
評
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

第６分団第２部車庫

埼玉県防災航空隊による救助訓練

車両分列行進

現在の第６分団１部車庫 １部車庫昭和50年代の写真



平成25年 3月8日発行（第7号） （２）火　の　用　心

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
つ
い
て

　

平
成
16
年
の
消
防
法
改
正
を
受
け
、
各
市
町
村

の
条
例
に
よ
り
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

義
務
化
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
の
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
６

割
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
、
全
体
の
約
55
％
が

逃
げ
遅
れ
が
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
万
が
一
火

災
が
発
生
し
た
際
、
早
く
気
づ
き
避
難
す
る
た
め

に
も
火
災
警
報
器
は
有
効
で
す
。

　

平
成
24
年
６
月
現
在
、
全
国
の
平
均
設
置
率
は

約
78
％
、
埼
玉
県
で
は
約
71
％
と
低
く
、
よ
り
一

層
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
る
た
め
、
消
防
団

で
は
、
平
成
21
年
度
よ
り
住
宅
用
火
災
警
報
器
設

置
推
進
指
導
員
を
養
成
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
訪
問
販
売
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
て
お

り
ま
す
。次
の
よ
う
な
言
葉
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

消
防
団
特
別
点
検

　

平
成
24
年
12
月
１
日
に
狭
山
市
消

防
団
特
別
点
検
を
柏
原
河
川
敷
公
園

に
て
、実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

消
防
団
特
別
点
検
と
は
、
空
気
が

乾
燥
し
火
災
が
多
発
し
や
す
い
時
期

に
向
け
、
常
に
消
防
活
動
に
万
全
を

期
す
た
め
車
両
、
資
器
材
、
人
員
の
所

作
な
ど
に
つ
い
て
狭
山
市
長
が
点
検

を
行
う
も
の
で
す
が
、
昨
年
は
雨
天

の
た
め
、
屋
内
で
の
表
彰
式
典
の
み

と
な
り
、
本
年
は
２
年
ぶ
り
に
屋
外

で
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
消
防
団
長
以
下
２
８
０
名
の
団
員
と
車
両
20
台
が
集
結
し
服
装

点
検
に
始
ま
り
、
車
両
や
資
器
材
の
機
械
器
具
点
検
、
消
防
操
法
、
一
斉
放

水
の
規
律
、
節
度
、
整
備
状
況
な
ど
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
多
く
の
来
賓
の

方
々
や
市
民
の
皆
様
が
ご
覧
に
な
る
な
か
披
露
い
た
し
ま
し
た
。

　

な
お
多
年
に
わ
た
り
消

防
団
活
動
に
貢
献
さ
れ
た

退
団
者
、
団
員
に
対
す
る
表

彰
、
消
防
思
想
に
功
績
の

あ
っ
た
民
間
防
災
団
体
へ

の
表
彰
も
併
せ
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

４
月
７
日

　

狭
山
市
消
防
団
入
団
式

８
月
３
・
４
日

　

入
間
川
七
夕
ま
つ
り
警
戒

８
月
31
日

　

狭
山
市
総
合
防
災
訓
練

10
月 

27
日

　

狭
山
市
消
防
操
法
大
会

12
月
１
日

　

狭
山
市
消
防
団
特
別
点
検

12
月 

29
・
30
日

　

歳
末
特
別
警
戒

　

田
島　

隆
二 

岸　
　

和
則

　

岸
本
賢
一
郎 

指
田　
　

太

　

堤　
　

敦
也 

高
屋
敷
勇
樹

　

田
中　

武
仁 

桃
井　

正
幸

　

岩
城　

利
治 

粕
谷　

紀
仁

　

全
て
の
記
事
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
及
び
入
団
に

関
す
る
ご
質
問
等
に
つ
い
て

　

狭
山
市
消
防
本
部
警
防
課

０
４︵
２
９
５
３
︶７
１
１
４

平
成
25
年
度
事
業
予
定

広
報
委
員

a
a

a
a

a
a

a
a

a

a
a

a
a

a
a

a
a

a

（例1）消防署からきました

消防署などからの訪問販売はしません。

　（例2）火災警報機をつけないと罰金です

取り付けは市の条例で定められていますが、

罰金はありません。

　（例3）全部の部屋に必要です

主に寝室と階段です。

　（例4）今すぐ買えば半額です

ホームセンター・家電量販店などで、一般的

に３千円〜８千円程度で購入できます。

命を守る、火災警報器

住宅用火災警報器で

死者半減!!

機械器具点検

一斉放水

※ガス業者などを装い

住宅内に入り、購入さ

せる手口も発生してい

ます。


